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〈目的〉 

 本県沿岸域における天然ヒラメ着底稚魚を対象に試験操業を行い、継続的に分布密度を把握し、

天然ヒラメの資源動向把握に資することを目的とする。 

 

〈試験研究方法〉 

 調査地点を図 1 に示した。日本海、太平洋ともに水深 5m 及び 10m 各 4 点合計 8 点で調査を行った。

調査月日は日本海が 2007 年 7 月 18 日、8 月 14 日、9 月 10 日、太平洋が 7 月 24 日、8 月 29 日、9

月 14 日であった。民間船を使用し 2 ノット前後の速度で原則として 10 分間桁網（水工研Ⅱ型）を

曳いた。入網した異体類を氷冷した後、種ごとに尾数と重量を測定した。ヒラメ稚魚については全

長、体重を測定した。なお、曳網距離は GPS で求めた。自記式水温計で底水温を測定した。 

 

〈結果の概要・要約〉 

表 1 に漁獲効率を 0.28 として 2007 年の調査地点別分布密度を示した。水深別の平均分布密度を

の年最高値を着底指数とし、その推移を図 2 に示した。2007 年の着底指数は日本海、太平洋ともに

前年を上回り、日本海では過去のデータと比較して高水準であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点 
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〈主要成果の具体的なデータ〉 

 

表 1 2007 年調査地点別分布密度（個体/ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 着底指数の推移 

 

〈今後の問題点〉 

ヒラメの浮遊期間、着底サイズ、アミ類の分布量等を調べる必要がある。 

 

〈次年度の具体的計画〉 

 ・同様の調査を行う。 

・ヒラメ稚魚発生量を決定する要因について調べる。 

 

〈結果の発表・活用状況等〉 

 資源管理、栽培漁業を進めるうえで本調査結果を当年ヒラメ加入量として使用する。 

 

 

 

日本海
水深

調査日/場所 出来島 高山南 高山北 車力 出来島 高山南 高山北 車力
7月18日 926.8 288.5 533.1 202.1 232.8 126.9 191.0 217.9
8月14日 42.5 43.2 187.2 119.4 237.1 329.4 321.5 258.5
9月10日 31.0 88.1 44.8 89.1 29.6 110.1 34.7 100.2

5m 10m

太平洋
水深

調査日/場所 四川目 淋代 六川目 塩釜 四川目 淋代 六川目 塩釜
7月24日 0.0 0.0 0.0 0.0 24.0 10.8 0.0 0.0
8月29日 60.9 30.4 70.3 31.7 59.9 10.8 20.7 9.7
9月14日 59.8 69.3 17.9 6.1 125.3 0.0 0.0 0.0
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